
 

 

 

第４回学校運営協議会が開催されました。R３年度

の活動について報告された後、来年度の活動につい

て意見が出されました。皆さんいろいろな構想があ

って協議は、時間切れの感もありました。「東光寺の

風鈴」、「川崎地区絆づくりとのコラボ」、「アースラン

チ」、「友仁会」、「田んぼの土」、「活動資金」など委員

の思いが詰まった話で協議会が盛り上がりました。 

運営協議会委員の皆さん一年間ありがとうござい

ました。少しずつですが CS が形になってきたよう

な気がします。来年度もこの体制を基に出発できそ

うです。よろしくお願いします。 

２年生が「杉山農園」さんと「大石花屋」さん

を探検しました。杉山農園のご主人からイチゴの

産地、銘柄、重さや形などについてクイズを出し

てもらって盛り上がりました。大石花店さんで

は、子どもたちから「店内にある花の種類」や「一

番人気がある花は？」などの質問が出されまし

た。お店の中を見学させていただいた時には、お

気に入りの花を見つけては喜んでいました。ゴー

ルドのばらの値段が気になっていたようでした。 
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３月２７日（日）に計画していた「春休みキッズ体験  

茶の実で遊ぼう！」が延期となりました。茶の実の収集、搾油機づく

り、オイルランプの検討などの準備を進めていましたが、3/22 にな

っても茶の実油を思うように抽出することができなかったためです。 

日本茶の実油協会さんにアドバイスを頂きながら、ネットからの情

報も得て試行錯誤しましたが、3/27 に間に合わないと判断しました。 

茶の実集めや搾油機製作にご協力を頂いた方々、Zoomを使って「茶

の実講座」を準備して下さった日本茶の実油協会の皆様、この体験を

楽しみにしていた子どもたちには、大変申し訳なく思います。 

幸い茶の実は沢山あります。（殻付きの実 12kg、殻無しの実 4kg）

体験の実施に向けて引き続き検証します。 

開催の日程が決まりしだい周知させていただきます。 

 

ゴールドのばらの花 

搾油機（イメージ） 



３月１７日の卒業式の日、早朝から川小応援

隊のみなさんに駐車場の誘導をお願しました。 

お手伝いしていただいたのは、渡邊さん、野

村まさん、内藤さん、中原さんの４人の方です。 

今年もコロナの影響で在校生が参加しないコ

ンパクトな卒業式となりました。駐車場の車も

６０台ほどです。事故や混乱もなく平穏な卒業

式のお手伝いができたのかなと思います。応援

隊のみなさんには、毎回駐車場誘導をお願いし

ているので皆さんの息もピッタリです。地味な

活動ですが、この活動を通じて地域の多くの皆

さんが学校に足を運んでくれるといいなと思い

ました。 

～細江小学校とのコラボ～ 

卒業式を１７日にひかえた 3 月１５日の１時間目と２時間目に３年生の社会科のお手伝

いをしました。「人々の暮らしの移り変わり」を学ぶ授業です。 

学校運営協議会の渡邊敏明さんと細江小学校の学校運営協議会（委員長）の赤堀康彦さん

にご協力をいただき『駿遠線』のビデオを見ながら、軽便の話や昭和の電話の話をしました。 

渡邊さんからは、ダイヤルの回転スピードの違う複数のダイヤル式電話機（黒、カラー）・

有線放送で使われた電話機・駿遠線の写真などを、赤堀さんからは、磁石式電話機・昭和の

ファミコンなどを準備していただきました。軽便のビデオは Youtube から集めて編集しま

した。体験の時間には、『磁石式電話機』を使って通話をしたり、電電公社時代の電報タイ

プライターに触れたり、子どもたちは大変喜んでいました。 

もっとも、一番喜んでいたのは、懐かしい思い出を語る大人の私たちかもしれません。 

今回の活動は、子どもたちに、昔の暮らしや道具を知ってもらうことでしたが、思わぬ副

産物を得ることができました。それは、細江小学校のコミュニティスクールの江川 CSディ

レクターや赤堀会長と交流できたことです。コミュニティスクール間の繋がりがでました。 

次も何かコラボできたらいいですね。 

川小応援隊のみなさん 

皆さん 

榛原町駅 

（現在 静波海岸入口） 

皆さん 

静波駅（現在 郵便局） 

皆さん 

磁石式電話機 

勝間田川を走る軽便 

皆さん 

卒業式の駐車場誘導をお願いしました 


